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● ⾦融機関のカード決済情報を活⽤した外国⼈観光客の消費動向調査

（１）調査目的・項目

・ ⾦融機関のカード決済情報を活⽤し、外国⼈観光客の国別・地域別の消費動向を調査し、今後の
観光資源開発やプロモーションに活⽤することで、さらなる消費拡⼤を促す。（令和６年度新規事業）

調査項目調査項目

１１

項目名 内容 備考

基礎分析 利⽤者の属性（カード発⾏国）、利⽤業種、利⽤状況

時系列⽐較 年、⽉別での⽐較（２０２３年〜２０２４年）

周遊分析 県内及び来県前後の都道府県の周遊傾向・周遊ルートなど
※今後分析
実施予定高単価者

（富裕層）分析 県内で２０万円以上消費した外国⼈観光客の動向分析

※１２⽉決済分のデータ抽出期間等の関係で、周遊分析、高単価者分析については３⽉中に実施予定。
※また、全国との⽐較など、今回の報告においては、⼀部１⽉〜１１⽉での分析を⾏っている項目もある。



（２）分析対象の定義 ２２

・ 福岡県内に所在するVJA※加盟店の決裁データ（VISA、Mastercard、iD、銀聯の4ブランド）を対象。
・ 地域ごと（福岡地域、北九州地域、筑豊地域、筑後地域）、市町村ごとの分析を実施。
・ 利⽤⾦額のほか、利⽤⼈数ベースでの分析も実施。
※VJA︓全国の主な銀⾏・⾦融機関系カード会社で構成するVisa／Mastercardカード発⾏企業のアソシエーション

地域 対象市町村

北九州
北九州市、行橋市、豊前市、中間市、芦屋町、水巻町、岡垣町、遠賀町、苅田町、みやこ町、吉富町、上毛
町、築上町

福岡
福岡市、筑紫野市、春日市、大野城市、宗像市、太宰府市、古賀市、福津市、朝倉市、糸島市、那珂川市、
宇美町、篠栗町、志免町、須恵町、新宮町、久山町、粕屋町、筑前町、東峰村

筑後
大牟田市、久留米市、柳川市、八女市、筑後市、大川市、小郡市、うきは市、みやま市、大刀洗町、大木町、
広川町

筑豊
直方市、飯塚市、田川市、宮若市、嘉麻市、小竹町、鞍手町、桂川町、香春町、添田町、糸田町、川崎町、
大任町、赤村、福智町

項目 内容 除外条件

対象加盟店 福岡県内に所在するＶＪＡ加盟店
消費所在地が不明となる加盟店（ネット販売など）
観光目的の来訪に関係しない業種（ふるさと納税、公共料金など）

対象会員 対象加盟店で、外国発行カードを利用して決裁をした人
日本在住者（日本国内で4カ月以上にわたる決済が見られた人）
在住者のみが使うであろう業種の利用者（ふるさと納税、公共料金など）

カードブランド Ｖｉｓａ、Ｍａｓｔｅｒｃａｒｄ、iＤ、銀聯

対象期間 ２０２３年１月～１２月、２０２４年１月～１２月

属性 国籍（カード発行国）

業種 ２０２４年総利用金額の上位１０業種＋その他

エリア 福岡県（下表の地域、市町村ごと）

切り口 利用人数、利用金額



・福岡県の２０２４年の外国⼈観光客の消費（カード決済）は、２０２３年⽐で加盟店数２４％増、利⽤⼈数６６％増、
利⽤⾦額８２％増と⼤きく増加しており、外国⼈観光客の消費全般が増加していることがうかがえる。
・利⽤⾦額は約４５０億円で、２０２４年の外国⼈旅⾏消費額約４８００億円の約１０％。

（３）分析調査概要_①（利⽤⼈数、⾦額等の実績） ３３

加盟店数、利⽤⼈数、利⽤⾦額の⽐較（２０２３年〜２０２４年）加盟店数、利⽤⼈数、利⽤⾦額の⽐較（２０２３年〜２０２４年）



・２０２４年１⽉〜１１⽉の消費⾦額の伸び率（対前年⽐）は、全国が２０２３年から５５％増に対し、福岡県は８８％増と⼤きく
上回っており、インバウンド消費の誘引に成功している。
・国別の⾦額構成⽐は、全国は１位中国（１９．８％）、２位アメリカ（１６．１％）に対し、福岡県は１位韓国（４１．６％）が
圧倒的に多い状況。

（３）分析調査概要_② （全国⽐較） ４４

全国との⾦額指数の⽐較（１⽉〜１１⽉）全国との⾦額指数の⽐較（１⽉〜１１⽉） 全国との国別⾦額構成⽐の⽐較（１⽉〜１１⽉）全国との国別⾦額構成⽐の⽐較（１⽉〜１１⽉）



・２０２４年の国・地域別の利⽤状況は、利⽤⼈数（約９０万⼈、約６０％）、利⽤⾦額（約１８６億円、約４１％）ともに韓国が
最⼤。
・利⽤⼈数、利⽤⾦額については、中国が前年⽐で3倍以上、シンガポール、フィリピン、オーストラリアが２倍以上と⼤きく伸びている。
・1⼈当たり利⽤⾦額（単価）については、全体で約１０％の増。総利⽤額の上位１０か国では、中国が特に多い。
・韓国は前年⽐の伸び率は１７７％と高いが、利⽤単価については約２万円と他の国・地域に⽐べて低い。

（３）分析調査概要_③ （国・地域別の⼈数・⾦額・⼀⼈当たり利⽤単価） ５５

利⽤⼈数・⾦額・1⼈当たり単価（国・地域別）利⽤⼈数・⾦額・1⼈当たり単価（国・地域別）



・利⽤実績がある業種としては、全体的に百貨店・ショッピングセンターや免税店、空港店舗、飲⾷店・居酒屋の利⽤率が高い。
・国・地域別に業種ごとの利⽤率を⾒ると、韓国は免税店が、⾹港は百貨店・ショッピングセンターが他地域に⽐べて高い。
・中国、オーストラリアは、空港店舗の利⽤率が低い。また、中国は家電量販店の利⽤率が他地域に⽐べて高い。
・アメリカ、イギリス、シンガポールはホテル・旅館の利⽤率が高い。

（３）分析調査概要_④ （国・地域ごとの業種利⽤率）

国・地域別の業種利⽤率国・地域別の業種利⽤率

６６



・⼀⼈当たりの単価が高い中国については、特に百貨店・ショッピングセンター、免税店などでのモノ消費が多い傾向がある。
・アメリカ、シンガポール、フィリピンは、ホテル・旅館の支出単価が高い。
・韓国は、全体的に単価は低くなっているが、特にホテル・旅館については全体平均の半分以下と、特に低い状況。
・貴⾦属・時計は全体的に単価が高いが、特に中国の単価が高い。⼈数は全体の0.5％程度（6ページ参照）だが、高額の消費を⾏う層が
存在している。

（３）分析調査概要_⑤ （国・地域ごと、業種ごとの利⽤単価） ７７

国・地域別×利⽤業種別の１⼈当たり単価国・地域別×利⽤業種別の１⼈当たり単価



・利⽤⼈数、利⽤⾦額ともに福岡エリアが9割以上を占める。
・２０２４年は、２０２３年に⽐べて利⽤⼈数の福岡エリア以外の割合がわずかだが上がっている。利⽤⼈数の増加に伴い、利⽤範囲（＝
周遊範囲）が拡⼤してきていることがうかがえる。
・⼀⽅、利⽤⾦額は利⽤者に⽐例して拡⼤してはおらず、利⽤範囲の拡⼤をさらなる消費拡⼤につなげていく必要がある。

（３）分析調査概要_⑥ （エリアごとの状況） ８８

利⽤エリア別利⽤⼈数、⾦額シェア利⽤エリア別利⽤⼈数、⾦額シェア
1.2% 0.4%

1.5%
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・エリアの消費のほとんどを占めている福岡エリアをはじめ、全体的に利⽤者・利⽤⾦額ともに伸びている。
・⼀⽅、１⼈当たり利⽤⾦額は福岡エリアは前年度から伸びているが、その他のエリアは前年度より下回っている。
・観光消費におけるシェアが高い宿泊をはじめ、インバウンドの県域全体での消費を喚起していく必要がある。

（３）分析調査概要_⑦ （エリア別傾向） ９９

国・地域別・エリア別傾向国・地域別・エリア別傾向

※不明については、ネット決済など消費地域が確認できなかったもの。



・全体としては、１０⽉から１２⽉の利⽤者数の割合が高く、特にシンガポール、フィリピン、オーストラリアなどで顕著。また、タイ、イギリスについ
ては春の利⽤率も高い。
・これらはスクールホリデー、ソンクラーンなど学校を含む⻑期休暇となる季節であると考えられる。
・韓国については、年間を通して⼈数の偏りが少なく、⼤型連休や⻑期休暇の有無に関係なく消費が⾏われている。

（３）分析調査概要_⑧ （国・地域ごと、⽉別利⽤⼈数割合） 1010

国・地域別・⽉別利⽤⼈数割合国・地域別・⽉別利⽤⼈数割合



（４）分析総評 1111

①２０２４年の福岡県の外国⼈のカード決済による消費は、２０
２３年に⽐べ⼈数ベースで７割増、⾦額ベースで８割増と⼤きく伸び
ている。

②国・地域別に⾒ると、韓国が全体の消費の約４割を占め最⼤であ
るが、１⼈当たり単価については2万円程度と低い。利⽤⼈数・利⽤
⾦額については、中国、シンガポール、フィリピン、オーストラリアなど前年
から２倍以上と⼤きく伸びている国・地域がある。

③中国をはじめ、全体的に百貨店、免税店、空港店舗などでのモノ消
費が中心。

④消費のほとんどは福岡市を中心とする福岡エリアになっている。観光
客の増加に伴い、消費エリアや⾦額にもわずかながら拡⼤が⾒られる。


